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地域連携が企業に与える
エンパワーメント効果と地域連携継続意図

１ 日本全体の人口減少、市場規模が縮小

⇒企業がより地域に関わり、。

２ 事例対象となる「郵便局」の課題
1.もともとは地域の有力者が、私財を使ってを設立。
→地縁・血縁のつながり。

2. 民営化・合理化により、地元郵便局の権限の縮小。
分業化。サービスの有料化。

⇒地域との連携素地はあるが、自社のアセットを
生かしたCSVの観点に立った連携ができていない状態。

背 景

壱岐市内10局の郵便局
の局長

研究対象

研 究 デ ザ イ ン

局所 現在の地域との関わり CSR的取組み CSV的取組み

勝本

地方公共団体担当として、市役所
とやり取りあり。
(本社が推進しているキオスク端末
の設置等を市と交渉)
まち協とも顔見知り。

なし なし

渡良 地域の役員はやった経験あり。 小学校の手紙差出教育に協力。 なし

瀬戸 瀬戸まち協に参加。
局長が個人的に瀬戸のイベントに
参加。

なし

郷ノ浦
特に依頼等ないため、郷ノ浦の役
員等はやっていない。

なし なし

芦辺
設立準備中の芦辺まち協に参加予
定。

連携協定に基づき、自治体のチラ
シ等周知物の設置。

無人販売で芦辺の個人作家さん等
の商品を販売。

石田
特に依頼等ないため、地域の役員
等はやっていない。

なし
無人販売で近所の商店の商品を販
売。

未訪問局(アン
ケートから)

ー
・花壇整備
・子供の見守り挨拶活動

ー

研究テーマ：

どうすれば、企業は地域連携を継続していこう
という意図を持つようになるか。

研 究 デ ザ イ ン

今 後 の 展 望

鍵概念：エンパワーメント
：プロジェクトの対象集団(＝ここでは郵便局)が、自信、自尊心、

自己統御感を向上させて自主的な選択と行動に移す能力をつけ、
その能力により選択し行動を起こすこと(世界銀行、JICA)。

仮説：
① 地域と連携したビジネスモデルを実践すると、地域から
企業に向けられるポジティブな感情が発生する。

② ①を受けると、企業側の、「自企業の有能感」や地域に
対する有効感」が増し、エンパワーメントが促進される。

③ エンパワーメントが促進されるほど、企業は地域連携を
継続していこうという意図を生じさせる。

郵便局長等がまち協等を通して地域に関わりを持ち、共同で進められる施策を準備。

① 郵便局スペースを活用したコミュニティスペース＆ミニ図書館
設立中のまち協住民アンケートの「図書の貸出しが復活してほしい。
学習スペースのある図書館が欲しい。」という要望に対応。
・郵便局の空スペースをコミュニティスペースとして提供。
・まち協側で、自分たちにあった場所として空間デザイン。
・物流網を使った図書の取寄せ、貸出しの代行、受託。
毎月欲しい本の特集等を、まち協側で検討。

・より人目に付きやす場所無人販売スキーム(月1,100円~)を活用。

② コミュニティ型買い物支援

島内には10か所の郵便局間運送便の余積を活用し、買
い物支援を実施。郵便局で受け取ることで、配送
コスト削減と住民
のコミュニティの
場としての機能を
果たす。

③ 訪問診療先の処方箋薬配送（二次離島まち協連携）
訪問診療時の処方箋薬は、薬局まで取りにいかなくては

ならない。これを郵送化し、
負担を軽減。
将来的なリモート診療に
対応できる体制構築を
目指す。
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研 究 の 意 義

社会的意義：
企業にとって、地域連携を進めていくための有効な手法の解明。
地域にとって、企業が地域にコミットする可能性の拡大。

学術的意義：
企業と地域を結ぶエンパワーメント発現プロセスの解明。

施策構築期 施策立上げ期 施策運用期

RQ1:なぜ郵便局は
CSV要素のある地

域連携を行わない
のか。
<参与観察>

RQ2:なぜ郵便局は

積極的な地域連携
を行わないのか。
<半構造化インタ
ビュー>

まち協のニーズ掘
り起こし
郵便局状況確認
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